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※ 保護者の方に必ず見せて下さい 

 

「２学期」いよいよスタート！ 

 本日より、中学校生活最後の２学期のスタートです。中３は、行事ごとすべてが

「中学校最後の〜」ということになります。中学校最後の体育大会、夢ふれあいフ

ェス、芸術鑑賞会、合唱コンクールなどです。そして中学校生活の最後には、初

めての高校受験が待っています。 

 残された時間は限られています。限られた時間を有効に使うためにはどうしたら

よいのか、今日からさっそく実行開始です。 

 学校生活は勉強だけではありません。行事や受験科目以外の教科学習や道徳

や学活、総合学習。さらに日々の繰り返しの生活の一つひとつの中に、学ぶべき

たくさんの事があります。 

 特にその中でも、朝の読書活動や、授業後の清掃活動などは大切です。仲間

の事を真剣に考えたり、仲間とともに苦労を共にしたり、楽しんだり、毎日毎日の

学校生活はすべて貴重な学びの場であり、学びの時間です。 

 そして、二中の伝統として素晴らしいところは、常に３年生が模範となることです。

行事はもちろんのこと、生活面においても、いよいよこれから下級生の「あこがれ」

となるような学年づくりに磨きをかけていきましょう！ 

 

 

初心に戻る 
 ３年生に進級した４月の頃は、新しい環境で良い意味でも緊張していたと

思います。２学期のスタート地点に来て、いま一度、初心に戻って大切なこ

とを確認してみましょう。 

 



□「早寝・早起き・朝ご飯」の生活リズムができている。 

□遅刻をせずに、チャイム着席をする等、時間をきちんと守れる。 

□服装、名札、頭髪など、学校生活での最低限の校則が守れる。 

□掃除がきちんとできる。 

□朝読の時間にしっかり本を読める。 

□授業を真剣に受けられる。 

□家庭学習を行い、自学ノートを毎日提出できる。 

 

  

 

   リーダーの条件 

〜AKB48の生みの親・秋元 康さんの言葉〜 

ダンスの振りが覚えられずに 毎回、居残

りレッスンを受けていたメンバーがいた。

グループの中では “落ちこぼれ”だった

かもしれない。 

それでも、弱音を吐くことなく レッスン

ルームの鏡に向かって、黙々と練習してい

た。“努力は必ず報われる”と信じて・・・。 

ある時、彼女が後輩のメンバーに ダンスの振りを教えている場面に遭遇し

た。 

「私もできなかったから 気持ちが分かるんです」 

 照れ臭そうに 彼女が言い訳をした。 

彼女はごく自然に AKB48のリーダーになって

いった。 

特別な才能が必要なんじゃない。 

人の痛みがわかることが、リーダーの条件だ。 

 


